第40回　施設処遇検討会議　議事録

H20.1.21　13:30～15:30

青山荘交流室

　　　　　　　　　出席者：長谷部A.O.M・山田・原・山口・三浦・小松・小坂・馬渡

（欠席者：千葉C.E.O・清水S.G.M・秋山S.G.M

佐々木）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 記　録：原

議題

１：伊藤　雄一　様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：吉田　キクエ　様　（青風荘入所者様）の処遇について

３：番沢　政勝　様　（青明舎登録者様）の処遇について

１：伊藤　雄一　様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症

　＜問題点＞

　　　①妄想に基づき行動することで、行き過ぎた行動や他者とのトラブルにつながる恐れがある。

介入方法→・本人の妄想を最初から否定せず、話しを傾聴し本人の考えや思想を引き出す。また、現実と妄想の部分を整理し、本人へ返す。

　　　　　　　　　　　　・他者に相談せずに１人で行動する面があるため、個別面談の機会を増やし、本心をひきだすよう努める。

　　　②退所後の生活について。

　　　　　　　介入方法→・春頃までに、退所へ向けた家族面談の機会を設け、退所の方向性を決めていく。

・青山荘、デイケア、家族間で、本人の発電内容が異なる為、家族面談のほか関係機関とも連携をはかり、情報共有する。

　　　③睡眠が不安定

介入方法→・21時頃まで起床しているかどうか、職員が荘内見回り時間等に定期的に確認する。

　　　　　・消灯後の活動が目立つ場合には、主治医に情報提供するとともに、生活リズムについて本人と面談を行なう。
＜評価＞

外出届を提出しているがスタッフに嘘をついて我満氏宅へ出掛けている。我満氏を誘った理由として「我満氏は東京にいる自分の息子の嫁で、我満氏の娘は自分の孫だ」と妄想に基づいた発言が聞かれている。傾聴するだけでなく、現実と妄想を整理し本人との面談時にそれを振り返ることが必要である。また、個人的な付き合いよりも、青明舎などの活動場所を利用することも出来るという事を本人へ伝えてみてはどうか。退所後の生活について1/22（火）に家族面談実施予定である。睡眠が不安定な事に関しては消灯後の喫煙や起床している場合は本人へ注意していく。

２：吉田　キクエ　様　（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

　　　①身体機能低下の傾向が見られる。（腕や腰の疼痛）

介入方法→・年齢からくる老化も関係していることを説明し、身体機能維持の為に健康プログラムを利用し体操する機会を増やす。

・現体重が平均体重より多い為、身体に負担が掛かっていることも考えられる為、食生活の見直し（体重増加し易い食品を避ける）必要性を指導していく。

・疼痛緩和のため、痛み止めの軟膏や湿布の使用を検討する。

　　　②難聴・白内障の傾向にある。

　　　　　　　　介入方法→・会話や荘内の放送を聞き取れていない様子の為、大切なお知らせ等は直接本人に伝えたり、紙に書いて説明する。

・場合によっては補聴器の使用を検討する。

・白内障については眼科受診や眼鏡の使用を検討する。

　　　③保護者の息子と疎遠である。

　　　　　　　　介入方法→・定期的なお知らせ（青風荘だより・家族面談等）で面会の機会を両者に働きかけていく。

　　　　　　　　　　　　　・長年疎遠であり、本人様も保護者が変更になった事や息子が来荘した事を真に受けていない様子の為スムーズに面会できるようにスタッフが適時介入していく。

＜評価＞

　現在体重が増加傾向にあるが、間食を制限すると隠れて食べてしまう。お小遣いは2週間に3千円

を使用している。現在健康プログラムを行っているが、このプログラムの回数を増やしていくのは可能か。デイナイトケアとの連動性のあるプログラムはどうなのか、また個別プログラムの検討も行う。本人は難聴と白内障傾向にある為、補聴器の使用の検討と眼科受診や眼鏡の使用の検討を行う。

３：番沢　政勝　様　（青明舎登録者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　

　＜問題点＞

　　　①対人関係が苦手（自分なりに解釈してしまう）

介入方法→・他者との関わりが苦手・消極的である。

・本人の思い込みや、不確かな情報を得てこだわりに変えてしまう。

・生活面において、自分なりにこだわりをもっている為、他者の意見を受入れることが難しい。その為、本人が理解するまで繰り返しの説明・促しを行う。
②趣味を増やす

　　　　　　　　介入方法→・世話人、青明舎職員の訪問時にアドバイスする。

・青明舎行事、地域行事参加するように促しを行う。

③ヘルニアの悪化により生活に影響があることが考えられる

　　　　　　　　介入方法→・ヘルニアが悪化した際には、主治医へ情報提供を行い関係機関との情報共有し、必要であれば病院の同行受診を行う。

　　　　　　　　　　　　　・訪問の際に本人の様子について確認する。

評価

　ＧＨへ入居し7ヶ月が経過するが、少しづつではあるが社会に溶け込んできている。母との関わりについては、適度な距離をとり関わる事ができている。食事についてのアドバイスが必要であるが、アドバイスするとそのメニューが続いてしまう恐れがある為、適度なアドバイスが必要である。趣味活動については本人と一緒に同行するのも良いのでは、またGHでの行事も企画し、本人や世話人などとの交流をしてはどうか。

